
夢を見つけた基地見学

子
生
徒
（
加
藤
さ
ん
）
が
昨
年
、
自
衛
官
候
補
生
を
受
験
、

空
地
見
学
の
参
加
者
で
、
大
和
西
高
校
２
年
（
当
時
）
の
女

１
海
尉
）
が
、
平
成
２
５
年
１
２
月
に
実
施
し
た
厚
木
基
航

倍
率
約
１
０
倍
の
難
関
を
見
事
突
破
し
た
。

加
藤
さ
ん
は
、「
当
時
見
て
い
た
自
衛
隊
の
人
気
テ
レ
ビ

ド
ラ
マ
が
き
っ
か
け
で
見
学
を
希
望
し
た
が
、
受
験
は
考
え

て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
見
学
し
て
み
る
と
航
空
機

や
パ
イ
ロ
ッ
ト
に
感
動
し
、
自
衛
官
に
な
り
た
い
と
い
う
思

い
が
芽
生
え
、
気
づ
い
た
時
に
は
、
た
く
さ
ん
の
イ
ベ
ン
ト

受
験
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
将
来
は
パ
イ

ロ
ッ
ト
に
な
り
た
い
の
で
航
空
学
生
の
受
験
を
考
え
て
い
ま

す
」
と
更
な
る
希
望
を
膨
ら
ま
せ
て
い
た
。

厚
木
募
集
案
内
所
は
、「
今
後
も
、
地
域
の
学
校
と
連
携

し
、
一
人
で
も
多
く
の
生
徒
に
自
衛
隊
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ
し
て

い
く
」
と
し
て
い
る
。

神奈川県自治体等就職推進連絡会同

や
説
明
会
に
参
加
し
た
り
、
募
集
案
内
所
を
何
度
も
訪
れ
て

こ
れ
は
、
神
奈
川
県
で
は
初
め
て
の
試
み
で
、①
防
災
職
員
雇
用

連
絡
会
同
を
実
施
し
た
。

神
奈
川
地
方
協
力
本
部
厚
木
募
集
案
内
所
（
所
長　

酒
井

神
奈
川
地
方
協
力
本
部
（
本
部
長 

髙
田　

充
１
海
佐
）
は
、
平

成
２
６
年
１
２
月
２
２
日
（
月
）、
神
奈
川
県
自
治
体
等
就
職
推
進

の
促
進
の
た
め
の
情
報
交
換
、②
自
治
体
、
関
係
部
隊
及
び
神
奈
川

地
本
の
協
力
関
係
の
強
化
を
目
的
に
実
施
し
た
。

ま
た
、
神
奈
川
県
内
の
自
治
体
に
再
就
職
し
た
退
職
自
衛
官
は

全
国
的
に
も
多
く
、
県
、
政
令
指
定
都
市
等
８
自
治
体
で
１
９
名

（
陸
１
３
名
、
海
６
名
）
に
も
上
る
。

神
奈
川
地
本
は
「
県
内
の
特
徴
か
ら
自
治
体
及
び
自
衛
隊
と
の

連
携
を
強
化
し
、
採
用
拡
大
を
図
っ
て
い
く
と
と
も
に
、
こ
の
よ

う
な
情
報
交
換
の
場
を
今
後
も
実
施
し
て
い
き
た
い
」
と
し
て
い

る
。

各
自
治
体
の
防
災
に
対
す
る
取
組
を
ユ
ー
モ
ア
交
え
て
熱
く
話
さ

れ
た
こ
と
が
印
象
深
く
、
業
務
の
大
変
さ
や
尽
力
振
り
が
伝
わ
り

当時の記念撮影の様子

当時の基地見学の様子

航空機やパイロットに感動し自衛隊を受験、見事合格

（右から３番目が加藤さん）

（自治体との連携強化を促進！！）
当
日
は
Ｏ
Ｂ
防
災
職
員
１
２
名
、
関
係
部
隊
等
（
陸
海
空
）
１

３
名
、
地
本
９
名
の
参
加
の
中
、
特
に
Ｏ
Ｂ
防
災
職
員
の
方
々
が

東
日
本
大
震
災
以
降
、
各
自
治
体
の
防
災
に
対
す
る
意
識
が
更
に

高
ま
っ
て
い
る
こ
と
も
伺
え
た
。


